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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 0 0 0 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
2 * 0 2 8 12 1 2 1 0 6 6 1 3 2 0
7 * 3 3 6 8 2 4 1 0 11 11 2 1 1 0
13 0 0 0 2 3 0 2 0 0 1 1 2 0 0 0
18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
30 * 3 8 2 6 3 4 2 1 6 7 2 6 1 0
31 * 0 0 0 3 2 2 4 1 5 6 1 2 0 0
35 * 0 1 1 6 1 2 1 2 2 4 0 3 0 0
45 0 1 1 3 3 0 0 1 1 1 2 0 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 2 2 0
7 15 23 44 9 16 10 5 32 37 8 16 4 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0
6 * 2 6 3 8 2 2 1 1 2 3 1 1 0 0
7 * 0 0 9 24 1 1 2 1 10 11 0 2 0 1
8 * 0 0 1 7 0 0 1 1 2 3 1 5 1 0
10 * 1 4 2 3 0 0 2 3 0 3 1 1 0 0
12 * 0 0 1 2 2 4 3 2 4 6 0 0 0 0
13 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
14 0 0 0 0 0 3 3 0 0 0 0 1 0 0 0
15 0 0 0 0 1 0 0 3 0 0 0 0 1 0 0
20 0 0 0 3 10 0 2 0 2 5 7 0 1 0 0
23 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
27 0 0 0 1 1 0 0 2 1 1 2 1 1 0 0
35 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
37 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
41 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 1 1 2 0
3 12 22 59 8 12 14 11 26 37 5 13 1 1

2016年度関西学生バスケットボールリーグ

大阪学院大学

Ｆ REBOUND№

コ ー ト
勝ち点7 勝ち点2

試合ＮＯ 171

76 61

敗チーム

同志社大学

男子

戦評
【総括】今大会15日目の第1試合は、♯35村井や#7古村を起点とし奮闘する同志社大学と、力強いオフェンスやリバ
ウンドが持ち味である大阪学院大学との試合となった。前半、両チーム譲らないオフェンスを見せ、第1ピリオドは同
点となるが、第2ピリオドでは同志社#6柳原や#7古村を中心に得点を重ねるも、大院大#7澤邉のシュートが冴え渡
り、連続でシュートを決め、大院大が流れを掴み、大院大リードで前半が終了。後半、同志社が点差を縮めようとする
ものの、大院大が着実に得点を重ね、それに対する同志社はオールコートでディフェンスを仕掛けるが及ばず、大
院大が勝利し試合終了。

【第1ピリオド】試合開始早々、大院大#2渡邊がレイアップシュートを決め先制すると、すかさず同志社#7古村がバス
ケットカウントを沈め点を返す。同志社#6柳原や、大院大#7澤邉などの得点により両者譲らない展開を見せる中、さ
らに同志社#6柳原が連続で3Pシュートを沈め、均衡した展開から一歩抜け出したかと思われたが、すかさず大院大
#7澤邉が3Pシュートを決め同志社に流れを渡さず、19-19同点で第1ピリオド終了。

【第2ピリオド】大院大#13山中や、同志社#10右田のシュートにより、第1ピリオド同様点の取り合いが続く中、大院大
♯2渡邊がスティールからのレイアップシュートを決め、大院大が流れを掴みだす。しかしここで同志社が前半1回目
のタイムアウトを取得し、その後すぐに同志社#14岩坪がフリースローを沈め、大院大に喰らいつく。だが大院大も#7
澤邉の止まらないシュート力に拍車をかけるように、さらに連続で#30木下の3Pシュート、#45藤井のアシストからの♯
2渡邊が速攻を決めるなど、同志社の追随を許さない。ここでたまらず同志社が前半2回目のタイムアウトを取得。な
んとか大院大の流れを止めたい同志社だが、大院大の猛攻が続き、31-41と大院大リードで第2ピリオドを終えた。

【第3ピリオド】後半開始早々、大院大#31福田がファウルをもらい、フリースローを2本決める。同志社も#7古村が
シュートを決めるが、大院大#7澤邉が止まらない。点差が20点になったところで同志社がタイムアウトを取る。タイム
アウト後、同志社#10右田が3Pシュートを決める。その後のディフェンスでゾーンを引くが、大院大#30木下があざわら
うかのように連続3Pシュートを決め、点差が縮まらない。その後も同志社は#7古村を中心に奮闘するが変わらず41-
61で大院大リードのまま第3ピリオドが終了。

【第4ピリオド】逆転を狙う同志社は#20田邊や#7古村を中心に得点し差を縮めていく。だが一方、大院大も#45藤井
が連続得点を決め流れを渡さない。両チーム共に点の取り合いが続き点差が縮まらない。同志社はフルコートから
プレッシャーをかけるが及ばず、61-75で大院大が勝利を収めた。

主審
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記録

１部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2016.10.15
大阪学院大学開始時間 11:00

会　　場 東和薬品RACTABドーム

渡邉 大樹 17 40

山中 将輝 4 20

Ｓ 選　手　名 ＦＴ MIN

工藤 啓介 2 3

AS ST BSTOPTS ３Ｐ ２Ｐ

0 - -

16 38

澤邉 圭太 23 38

0 -

0 -
-

藤井 成悟 9 15

吉岡 信友 0 2
木下 誠

-

0 - -

福田 惟吹 2 17
吉川 拓己 3 27

-
0 - -

合　　　計 76

0 -

200
RATE 46.7% 52.3% 56.3%

同志社大学

№ Ｓ 選　手　名
２Ｐ ＦＴ

ＦPTS

Team / Coach: 行広　伸太郎

35

浅沼 瞭太 0 3

ST MINTO AS

元田 大貴 4

山形 昇平 2
古村 健一 19

REBOUND３Ｐ
BS

柳原 功希 14 30

21
下田 忠至 2 5

34
右田 卓也 7

田邊 陸也

24

6 20

岩坪 康太朗 3 5
西田 寛雄 0 3

2
10

村井 大陸 0 2
舩戸 瑞貴 2

RATE 25.0%

3

0

37.3% 66.7%
200

東 大洋

Team / Coach: 尾前　光昭 -
合　　　計 61

野見 悠人 0
向井 和希 2 3


